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行
為
判
定
ル
ー
ル 

 
 
 
 
 
 

 

 

■
行
為
判
定
と
は 

 

行
為
判
定
は
、
Ｇ
Ｍ
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
行
動
に
行
為
判
定
が
必
要
だ
、
と
考

え
た
場
合
に
初
め
て
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

Ｇ
Ｍ
は
必
要
の
な
い
判
定
を
さ
せ
る
必
要
は
な
い
。 

 

●
難
易
度 

 

［
難
易
度
］
は
、
行
な
う
行
為
の
難
し
さ
を
表
わ
す
指
標
と
な
る
数
値
だ
。 

 

難
易
度
以
上
の
達
成
値
を
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、行
為
判
定
は
成
功
と
な
る
。

な
お
、Ｇ
Ｍ
は
難
易
度
を
特
に
告
げ
ず
、Ｐ
Ｃ
の
達
成
値
の
み
を
求
め
て
も
よ
い
。 

 ●
判
定
値 

 

［
判
定
値
］
と
は
、
判
定
に
使
用
す
る
能
力
ボ
ー
ナ
ス
や
、
戦
闘
値
の
こ
と
で

あ
る
。
Ｇ
Ｍ
は
判
定
に
使
用
す
る
判
定
値
を
決
定
し
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
伝
え
る
こ

と
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
特
技
な
ど
の
修
正
を
行
な
っ
た
最
終
的
な
判
定
値
を
Ｇ
Ｍ
に

宣
言
す
る
。 

 

●
ダ
イ
ス
ロ
ー
ル 

 

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
２
Ｄ
６
を
振
る
。
こ
の
時
に
振
っ
た
２
Ｄ
６
が
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
値
以
上
だ
っ
た
場
合
は
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
が
発
生
す
る
。 

そ
れ
に
対
し
て
、
２
Ｄ
６
が
フ
ァ
ン
ブ
ル
値
以
下
だ
っ
た
場
合
は
フ
ァ
ン
ブ
ル

が
発
生
す
る
。 

▼
ク
リ
テ
ィ
カ
ル 

 

振
っ
た
ダ
イ
ス
の
目
が
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
値
以
上
だ
っ
た
場
合
、そ
の
判
定
は［
自

動
成
功
］
と
な
る
。
以
降
の
処
理
は
行
な
わ
れ
ず
達
成
値
を
算
出
す
る
必
要
は
な

い
。
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
値
は
１２
で
あ
る
。 

 

特
技
の
効
果
に
よ
る
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
値
の
下
限
値
は
５
で
あ
る
。 

▼
フ
ァ
ン
ブ
ル 

 

振
っ
た
ダ
イ
ス
の
目
が
フ
ァ
ン
ブ
ル
値
以
下
だ
っ
た
場
合
、
そ
の
判
定
は
［
自

動
失
敗
］
と
な
る
。［
自
動
失
敗
］
が
成
立
し
た
ら
、
判
定
は
自
動
的
に
失
敗
と
な

る
。以
降
の
処
理
は
行
な
わ
れ
な
い
。よ
っ
て
達
成
値
を
算
出
す
る
必
要
は
な
い
。 

フ
ァ
ン
ブ
ル
値
は
２
で
あ
る
。 

   

●難易度と行為のイメージ表 

難易度 行為のイメージ 

６～８ 簡単な行為 

９～１１ 普通の行為 

１２～１５ 難しい行為 

１６～ 至難な行為 

 

●達成値 

達成値＝判定値＋ダイスの出目＋修正 

 

●行為判定の成否を決定 

難易度≦達成値＝行為判定成功 

難易度＞達成値＝行為判定失敗 

達成値が難易度以上であれば成功、難易

度未満であれば、行為判定は失敗となる。 
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●

修
正
を
与
え
る 

 
Ｇ
Ｍ
は
、
状
況
に
応
じ
て
難
易
度
、
判
定
値
、
達
成
値
な
ど
に
修
正
を
行
な
う

こ
と
が
で
き
る
。 

 

修
正
は
±
３
程
度
の
範
囲
で
行
な
う
こ
と
。
こ
の
範
囲
を
超
え
て
し
ま
う
よ
う

な
修
正
を
行
な
う
と
、
ダ
イ
ス
ひ
と
つ
分
の
期
待
値
（
3.5
で
あ
る
）
を
上
回
り
、

判
定
を
行
な
う
意
味
そ
れ
自
体
を
失
わ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 

■
対
決
に
よ
る
判
定 

 
 
 
 
 
 

 

 

［
対
決
］
と
は
、
行
為
を
行
な
う
者
に
対
し
て
別
の
者
が
妨
害
し
た
場
合
に
発

生
す
る
ル
ー
ル
を
指
す
。 

 

●
能
動
と
受
動 

対
決
を
行
な
う
場
合
、
そ
れ
に
関
わ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
［
能
動
側
］
と
［
受

動
側
］
に
分
け
ら
れ
る
。 

 

対
決
は
能
動
側
、
受
動
側
の
順
番
に
判
定
を
行
な
う
。
判
定
値
や
修
正
値
な
ど

は
通
常
の
行
為
判
定
と
同
じ
よ
う
に
Ｇ
Ｍ
が
決
定
す
る
。
続
い
て
能
動
側
、
受
動

側
の
順
番
で
必
要
な
判
定
を
行
な
い
、
達
成
値
を
算
出
す
る
。 

 

対
決
で
ど
ち
ら
が
能
動
側
か
決
定
で
き
な
け
れ
ば
、
先
に
言
い
出
し
た
方
を
能

動
側
と
す
る
こ
と
。 

 

●
勝
利 

 

両
者
の
達
成
値
が
確
定
し
た
ら
、
対
決
の
勝
敗
を
決
定
す
る
。
対
決
で
は
、
よ

り
高
い
達
成
値
を
出
し
た
方
が
［
勝
利
］
し
た
も
の
と
さ
れ
、
勝
利
し
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
行
為
が
採
用
さ
れ
る
。 

 

能
動
側
の
達
成
値
が
高
け
れ
ば
、
行
な
お
う
と
し
た
行
為
に
成
功
し
た
こ
と
に

な
る
。
そ
の
行
為
が
攻
撃
な
ら
、
そ
れ
は
命
中
す
る
。 

 

受
動
側
の
達
成
値
が
高
け
れ
ば
、能
動
側
の
行
な
お
う
と
し
た
行
為
を
妨
害
し
、

そ
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
攻
撃
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
攻

撃
を
避
け
る
。 

 

●
受
動
側
優
先 

 

対
決
で
互
い
の
達
成
値
が
等
し
い
場
合
、
受
動
側
が
［
勝
利
］
し
た
も
の
と
す

る
。
こ
れ
を
「
受
動
側
優
先
の
法
則
」
と
呼
ぶ
。 

▼
ク
リ
テ
ィ
カ
ル 

 

能
動
側
が
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
を
発
生
さ
せ
た
場
合
、
受
動
側
が
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
を

発
生
さ
せ
な
い
限
り
、
能
動
側
の
［
勝
利
］
と
な
る
。 

逆
に
受
動
側
も
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
の
場
合
は
、「
受
動
側
優
先
の
法
則
」
に
よ
り
、

受
動
側
の
勝
利
と
な
る
。 

▼
フ
ァ
ン
ブ
ル 

 

能
動
側
が
フ
ァ
ン
ブ
ル
し
た
場
合
は
、受
動
側
は
判
定
を
行
な
う
必
要
は
な
い
。

逆
に
受
動
側
が
フ
ァ
ン
ブ
ル
し
た
場
合
は
、
能
動
側
の
勝
利
と
な
る
。 

 
■
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
進
行 

 

１
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
事
前
準
備
期
間
で
あ
る
プ
リ
プ
レ
イ
、
実
際
に
ゲ
ー

ム
を
遊
ぶ
メ
イ
ン
プ
レ
イ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
成
長
や
ゲ
ー
ム
の
後
片
づ
け
を
行

な
う
ア
フ
タ
ー
プ
レ
イ
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
る
。 
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●
プ
リ
プ
レ
イ 

ゲ
ー
ム
を
開
始
す
る
ま
で
の
準
備
期
間
を
表
わ
す
。 

●
メ
イ
ン
プ
レ
イ 

 

メ
イ
ン
プ
レ
イ
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
イ
ズ
、
ミ
ド
ル
フ
ェ
イ
ズ
、
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ズ
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
フ
ェ
イ
ズ
の
４
つ
の
フ
ェ
イ
ズ
に
分
け
ら

れ
て
い
る
。
フ
ェ
イ
ズ
は
複
数
の
シ
ー
ン
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
イ
ズ 

 

プ
ロ
ロ
ー
グ
部
分
。
Ｐ
Ｃ
が
事
件
の
存
在
を
知
る
シ
ー
ン
が
中
心
と
な
る
。 

▼
ミ
ド
ル
フ
ェ
イ
ズ 

 

自
由
な
行
動
を
行
な
う
シ
ー
ン
。
会
話
や
情
報
収
集
や
戦
闘
な
ど
、
事
件
解
決

の
た
め
に
奮
闘
す
る
シ
ー
ン
が
中
心
と
な
る
。 

▼
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ズ 

 

シ
ナ
リ
オ
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
表
わ
す
シ
ー
ン
。
事
件

を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の
シ
ー
ン
が
中
心
と
な
る
。 

▼
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
フ
ェ
イ
ズ 

 

エ
ピ
ロ
ー
グ
部
分
。
事
件
の
そ
の
後
を
描
く
シ
ー
ン
が
中
心
と
な
る
。 

●
ア
フ
タ
ー
プ
レ
イ 

 

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
プ
レ
イ
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の
フ
ェ
イ
ズ
。 

 

■
戦
闘
ル
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

戦
闘
の
開
始
を
Ｇ
Ｍ
が
宣
言
す
る
こ
と
で
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
ラ
ウ
ン
ド
と
呼
ば

れ
る
ゲ
ー
ム
内
時
間
単
位
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

通
常
の
シ
ー
ン
進
行
と
区
別
す
る
た
め
に
、
こ
れ
を
ラ
ウ
ン
ド
進
行
と
呼
ぶ
。 

ラ
ウ
ン
ド
は
一
定
の
手
順
に
し
た
が
っ
て
進
行
し
て
い
く
。 

 

●
ラ
ウ
ン
ド
の
進
行 

ラ
ウ
ン
ド
の
中
で
複
数
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
特
技
の
使
用
な
ど
を
宣
言
す
る
場

合
、【
行
動
値
】の
高
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら
順
に
宣
言
し
、処
理
を
行
な
う
こ
と
。 

 

①
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス 

 

Ｇ
Ｍ
は
新
し
い
ラ
ウ
ン
ド
の
開
始
を
宣
言
し
、
シ
ー
ン
に
存
在
す
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
確
認
す
る
。 

 
 ②

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
プ
ロ
セ
ス 

 

［
未
行
動
］
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
中
で
、
誰
が
次
の
メ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
で
能
動

を
行
な
う
か
を
決
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
。
も
っ
と
も
【
行
動
値
】
の
高
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
能
動
を
行
な
う
。 

 

も
っ
と
も
【
行
動
値
】
の
高
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
複
数
存
在
す
る
場
合
は
、
Ｐ

Ｃ
、
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
順
番
で
能
動
を
行
な
う
こ
と
。
Ｐ
Ｃ
同
士
で
【
行
動
値
】
が
同
じ

な
ら
、
話
し
合
い
で
決
定
す
る
。 

 

全
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が［
行
動
済
］で
あ
れ
ば
ク
リ
ン
ナ
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
に
移
る
。 

 
 ③

メ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス 

 
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
プ
ロ
セ
ス
で
決
定
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
能
動
を
行
な
う
。 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
マ
イ
ナ
ー
能
動
、
メ
ジ
ャ
ー
能
動
の
順
番
で
お
の
お
の
１

回
ず
つ
行
な
え
る
。 
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▼
待
機
の
宣
言 

 
メ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
を
行
な
わ
ず
に
［
待
機
］
を
宣
言
す
る
。 

待
機
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
全
て
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
［
行
動
済
］
に
な
っ

た
後
に
メ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
を
行
な
う
こ
と
。
こ
の
と
き
に
再
び
［
待
機
］
は
宣
言

で
き
な
い
。 

 

［
待
機
］を
宣
言
で
き
る
の
は
メ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
を
行
な
う
直
前
ま
で
で
あ
る
。 

マ
イ
ナ
ー
能
動
を
行
な
っ
た
後［
待
機
］を
宣
言
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。 

 

複
数
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
［
待
機
］
し
て
い
た
場
合
、
最
も
【
行
動
値
】
が
低

い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら
順
番
に
メ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
を
行
な
う
。 

▼
行
動
の
放
棄 

 

メ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
の
最
中
、
何
ら
か
の
行
動
を
放
棄
し
て
も
よ
い
。
メ
ジ
ャ
ー

能
動
を
放
棄
し
た
場
合
、
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
即
座
に
［
行
動
済
］
と
な
る
。 

▼
マ
イ
ナ
ー
能
動
・戦
闘
移
動 

 

［【
行
動
値
】
＋
５
］
ｍ
ま
で
の
距
離
を
移
動
す
る
。 

た
だ
し
、
敵
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
移
動
を
妨
害
す
る
も
の
と
同
じ
エ
ン
ゲ
ー
ジ
に

入
っ
て
い
る
場
合
は
「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
封
鎖
」
と
な
り
、
移
動
を
行
な
え
な
い
。 

▼
マ
イ
ナ
ー
能
動
・特
技
使
用 

 

［
タ
イ
ミ
ン
グ
：
マ
イ
ナ
ー
］
の
特
技
を
使
用
。 

※
マ
イ
ナ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
で
行
な
え
る
こ
と
は
基
本
的
に
は
、
メ
ジ
ャ
ー
ア
ク
シ

ョ
ン
で
も
行
な
え
る
。
た
だ
し
、［
タ
イ
ミ
ン
グ
：
マ
イ
ナ
ー
］
の
特
技
は
、
メ
ジ

ャ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
で
は
使
用
で
き
な
い
。 

▼
メ
ジ
ャ
ー
能
動
・全
力
移
動 

 

戦
闘
移
動
の
２
倍
ま
で
の
距
離
を
全
力
で
移
動
す
る
。 

た
だ
し
、
敵
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
移
動
を
妨
害
す
る
も
の
と
同
じ
エ
ン
ゲ
ー
ジ
に

入
っ
て
い
る
場
合
は
行
な
え
な
い
。 

▼
メ
ジ
ャ
ー
能
動
・攻
撃 

 

ス
キ
ル
ウ
ェ
ポ
ン
や
特
技
な
ど
を
使
っ
て
、
敵
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。 

▼
メ
ジ
ャ
ー
能
動
・特
技
使
用 

 

［
タ
イ
ミ
ン
グ
：
メ
ジ
ャ
ー
］
の
特
技
を
使
用
。 

▼
メ
ジ
ャ
ー
能
動
・エ
ン
ゲ
ー
ジ
離
脱 

 

敵
や
移
動
を
妨
害
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
い
わ
ゆ
る
敵
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
に
あ

る
場
合
、
通
常
の
戦
闘
移
動
と
全
力
移
動
は
で
き
な
い
。 

敵
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
か
ら
離
れ
る
た
め
に
は
、
メ
ジ
ャ
ー
能
動
と
し
て
［
離
脱
］

を
宣
言
す
る
必
要
が
あ
る
。 

離
脱
を
宣
言
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
か
ら
離
れ
て
［【
行
動
値
】

＋
５
ｍ
］
ま
で
移
動
で
き
る
。 

▼
メ
ジ
ャ
ー
能
動
・対
象
識
別 

 

【
理
知
】
判
定
で
［
難
易
度
：
１０
＋
Ｇ
Ｍ
の
設
定
し
た
難
易
度
］
に
成
功
す
る

こ
と
で
、
敵
の
デ
ー
タ
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

達
成
値
・
低
で
、
所
持
特
技
の
基
本
情
報
を
、 

達
成
値
・
中
で
、【
防
御
点
】
な
ど
の
数
値
を
、 

達
成
値
・
高
で
、
重
要
情
報
公
表
が
望
ま
し
い
。 

▼
メ
ジ
ャ
ー
能
動
・と
ど
め
を
刺
す 

 
戦
闘
不
能
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
死
亡
さ
せ
る
。 

 
 ④

ク
リ
ン
ナ
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス 

 

ク
リ
ン
ナ
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
ラ
ウ
ン
ド
の
終
了
に
と
も
な
う
処
理
を
行
な

う
。
そ
れ
ら
の
処
理
が
終
わ
っ
た
後
に
、
ま
だ
戦
闘
が
継
続
す
る
な
ら
ば
次
の
ラ 
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ウ
ン
ド
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
へ
移
行
す
る
。 

 
●
エ
ン
ゲ
ー
ジ
封
鎖 

敵
の
横
を
す
り
ぬ
け
る
な
ど
、
移
動
が
制
限
さ
れ
る
状
況
を
［
封
鎖
］
と
呼
ぶ
。 

エ
ン
ゲ
ー
ジ
が
封
鎖
さ
れ
て
い
る
場
合
、
Ｇ
Ｍ
は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
か
ら
離
脱
を
行

な
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
そ
れ
を
妨
害
す
る
敵
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
に
よ
る【
行
動
値
】

同
士
の
対
決
を
行
な
わ
せ
て
も
よ
い
。 

離
脱
を
行
な
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
こ
れ
に
勝
利
す
る
必
要
が
あ
る
。
複
数
の
敵

と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
全
て
に
勝
利
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 ●
逃
走 

 

戦
闘
が
行
な
わ
れ
て
い
る
シ
ー
ン
か
ら
退
場
し
た
い
場
合
、
Ｇ
Ｍ
に
逃
走
を
宣

言
す
る
。
メ
ジ
ャ
ー
能
動
と
し
て
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
全
力
移

動
す
る
こ
と
。 

 

■
攻
撃
と
回
避 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ス
キ
ル
ウ
ェ
ポ
ン
に
は
銃
弾
の
補
充
や
武
器
を
構
え
る
予
備
動
作
は
な
い
。
そ

の
た
め
、
攻
撃
を
宣
言
し
た
ら
即
座
に
命
中
動
作
に
移
れ
る
も
の
と
す
る
。 

 

●
攻
撃
手
順 

▼
命
中
判
定
と
回
避
判
定 

 

攻
撃
側
は
【
命
中
値
】
で
判
定
す
る
。
攻
撃
を
さ
れ
た
側
は
【
回
避
値
】
で
判

定
を
行
な
う
。 

 

攻
撃
側
が
勝
利
し
た
場
合
は
、
ダ
メ
ー
ジ
ロ
ー
ル
に
移
行
す
る
。 

攻
撃
を
さ
れ
た
側
が
【
回
避
値
】
で
勝
利
し
た
場
合
は
、
攻
撃
側
の
メ
イ
ン
プ

ロ
セ
ス
が
終
了
す
る
。 

▼
命
中
判
定
と
回
避
判
定
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル 

【
命
中
値
】
で
の
判
定
が
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
だ
っ
た
場
合
は
、
通
常
の
ダ
メ
ー
ジ
ロ

ー
ル
に
＋
１
Ｄ
６
の
修
正
が
与
え
ら
れ
る
。 

【
回
避
値
】
で
の
判
定
が
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
だ
っ
た
場
合
は
、
回
避
側
が
自
動
成

功
で
勝
利
す
る
。 

攻
撃
側
が
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
で
も
、
受
動
側
優
先
の
法
則
に
よ
り
勝
利
す
る
。 

▼
ダ
メ
ー
ジ
ロ
ー
ル 

 

使
用
し
た
ス
キ
ル
ウ
ェ
ポ
ン
な
ど
の
特
技
の
ダ
メ
ー
ジ
ロ
ー
ル
ダ
イ
ス
を
振
り
、

戦
闘
値
の
【
攻
撃
力
】
を
合
計
し
た
値
を
総
合
ダ
メ
ー
ジ
と
し
て
算
出
す
る
。 

【
物
理
命
中
値
】
で
求
め
た
ダ
メ
ー
ジ
は
【
物
理
防
御
点
】
を
引
い
て
実
ダ
メ
ー

ジ
を
算
出
し
、【
霊
力
命
中
値
】
で
求
め
た
ダ
メ
ー
ジ
は
【
霊
力
防
御
点
】
を
引
い

て
実
ダ
メ
ー
ジ
を
算
出
す
る
。 

【
防
御
点
】
を
引
い
て
実
ダ
メ
ー
ジ
が
０
以
下
に
な
っ
た
場
合
、
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
な
い
こ
と
に
な
る
。 

▼
特
技
を
使
用
し
な
い
ダ
メ
ー
ジ
ロ
ー
ル 

 

ス
キ
ル
ウ
ェ
ポ
ン
な
ど
の
特
技
を
使
用
し
な
い
場
合
、【
攻
撃
力
】
の
素
値
を
対

象
に
与
え
る
。 

 

●
バ
ッ
ド
ス
テ
ー
タ
ス
の
回
復 

 

バ
ッ
ド
ス
テ
ー
タ
ス
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
時
間
や
特
技
に
よ
っ
て
解
除
さ
れ
る
。 

な
お
、
バ
ッ
ド
ス
テ
ー
タ
ス
が
有
効
な
の
は
戦
闘
（
ラ
ウ
ン
ド
進
行
）
中
の
み 
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で
あ
る
。
戦
闘
が
終
了
時
に
バ
ッ
ド
ス
テ
ー
タ
ス
は
全
て
回
復
す
る
。
Ｇ
Ｍ
が
望

む
な
ら
戦
闘
終
了
時
も
バ
ッ
ド
ス
テ
ー
タ
ス
の
続
行
を
宣
言
し
て
も
良
い
。 

 

回
復
に
マ
イ
ナ
ー
能
動
を
必
要
と
す
る
バ
ッ
ド
ス
テ
ー
タ
ス
は
、
メ
ジ
ャ
ー
能

動
を
使
用
で
も
回
復
で
き
る
。 

ま
た
、
戦
闘
不
能
か
ら
の
蘇
生
の
際
、
基
本
的
に
バ
ッ
ド
ス
テ
ー
タ
ス
や
特
技

に
よ
る
支
援
効
果
は
全
て
解
除
さ
れ
る
。 

 

●
戦
闘
不
能
と
気
絶 

【
Ｈ
Ｐ
】
が
０
以
下
に
な
っ
た
ら
、
戦
闘
不
能
と
な
る
。
戦
闘
不
能
が
回
復
さ
れ

る
ま
で
一
切
の
能
動
が
行
え
な
い
。［
タ
イ
ミ
ン
グ
：
常
時
］
以
外
の
特
技
も
使
用

で
き
な
い
。 

戦
闘
不
能
の
ま
ま
戦
闘
が
終
了
し
た
場
合
、戦
闘
不
能
は
自
動
的
に
回
復
す
る
。 

戦
闘
不
能
か
ら
回
復
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
【
Ｈ
Ｐ
】
は
１
に
な
る
。
な
お
、

特
技
な
ど
の
効
果
に
よ
っ
て
戦
闘
不
能
か
ら
回
復
す
る
場
合
は
【
Ｈ
Ｐ
】
が
１
に

な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
。 

戦
闘
中
に
戦
闘
不
能
か
ら
回
復
し
た
場
合
、【
Ｈ
Ｐ
】
が
０
に
な
る
前
の
行
動
に

関
わ
ら
ず
［
行
動
済
］
の
状
態
で
復
帰
す
る
こ
と
。 

【
Ｍ
Ｐ
】
が
０
以
下
に
な
っ
た
ら
、
気
絶
と
な
る
。
戦
闘
不
能
と
同
じ
よ
う
に
一

切
の
能
動
が
行
え
な
い
。【
Ｍ
Ｐ
】
を
１
点
で
も
回
復
で
き
た
ら
、【
Ｈ
Ｐ
】
が
０

に
な
る
前
に
［
未
行
動
］
で
あ
れ
ば
［
未
行
動
］
状
態
で
復
帰
で
き
る
。 

 

●
死
亡 

戦
闘
不
能
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
対
し
て
［
と
ど
め
を
刺
す
］
こ
と
を
メ
ジ
ャ
ー

能
動
と
し
て
宣
言
し
、
何
ら
か
の
方
法
で
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
と
、
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
は
死
亡
す
る
。 

死
亡
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
魂
は
消
滅
し
、
ル
ー
プ
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な

り
ゲ
ー
ム
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
死
ん
だ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
冥
福
を
祈
る
こ
と
。 

 

●
そ
の
他
戦
闘
ル
ー
ル
・飛
行
状
態 

 

特
技
に
よ
っ
て
飛
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。［
飛
行
状
態
］の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、

同
じ
よ
う
に
［
飛
行
状
態
］
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
し
か
進
路
を
妨
害
さ
れ
な
い
。

よ
っ
て
、
敵
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
し
て
い
て
も
敵
が
［
飛
行
状
態
］
で
な
け
れ
ば
［
戦

闘
移
動
］
で
も
エ
ン
ゲ
ー
ジ
か
ら
［
離
脱
］
で
き
る
。 

な
お
、
地
上
に
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
［
飛
行
状
態
］
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
エ

ン
ゲ
ー
ジ
し
、［
離
脱
］
を
試
み
た
場
合
、
通
常
の
ル
ー
ル
通
り
に
メ
ジ
ャ
ー
能
動

が
必
要
と
な
る
。
飛
行
し
て
い
た
と
し
て
も
エ
ン
ゲ
ー
ジ
し
て
い
る
限
り
、
相
互

に
［
射
程
：
至
近
］
の
特
技
で
攻
撃
を
行
な
え
る
。 

 

●
そ
の
他
戦
闘
ル
ー
ル
・隠
密
状
態 

 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
誰
に
も
エ
ン
ゲ
ー
ジ
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
メ
ジ
ャ
ー
能

動
を
使
用
す
る
こ
と
で
身
を
隠
す
こ
と
が
で
き
る
。 

隠
密
状
態
の
場
合
、
ダ
メ
ー
ジ
に
＋
１
Ｄ
６
さ
れ
る
。
シ
ー
ン
に
存
在
し
な
い

も
の
と
し
て
扱
う
た
め
、
特
技
や
攻
撃
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。「
範
囲
」
の
対
象

に
も
入
る
こ
と
は
な
い
。 

［
隠
密
状
態
］
は
メ
ジ
ャ
ー
能
動
を
行
な
う
と
解
除
さ
れ
る
。
隠
密
状
態
の
ま
ま

で
攻
撃
を
す
る
場
合
、
対
象
と
気
付
か
れ
ず
に
攻
撃
で
き
る
か
の
対
決
判
定
を
行

な
う
。
命
中
判
定
前
に
攻
撃
側
の
【
反
射
】
と
見
破
る
側
の
【
知
覚
】
で
対
決
。

見
破
ら
れ
た
場
合
、［
隠
密
状
態
］
は
無
効
化
さ
れ
、
通
常
の
［
隠
密
状
態
］
で
は 
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な
い
攻
撃
に
な
る
。 

［
隠
密
状
態
］
の
対
象
を
攻
撃
す
る
場
合
、
命
中
側
が
［
隠
密
状
態
］
を
見
破
る

判
定
を
行
な
う
。
見
破
る
判
定
に
失
敗
し
た
場
合
、
違
う
命
中
対
象
を
選
び
直
し

て
も
よ
い
。 

 ●
そ
の
他
戦
闘
ル
ー
ル
・受
け
渡
し 

薬
物
な
ど
の
物
品
を
受
け
渡
し
す
る
際
は
、
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
プ
ロ
セ
ス
に
至
近

で
行
え
る
。 

 

■
供
給
ル
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

供
給
と
は
、【
Ｈ
Ｐ
】
と
【
Ｍ
Ｐ
】
を
一
時
的
に
回
復
さ
せ
る
ル
ー
ル
で
あ
る
。 

２
体
以
上
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
［
射
程
：
至
近
］
で
接
触
す
る
（
握
手
で
汗
や

体
温
の
交
換
、
吸
血
、
性
行
為
な
ど
）
こ
と
で
、
通
常
な
ら
１
Ｄ
６
点
回
復
、
契

約
状
態
に
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
同
士
の
供
給
な
ら
ば
３
Ｄ
６
点
回
復
す
る
。 

 

■
契
約
ル
ー
ル 

 

契
約
と
は
、
超
越
的
な
力
を
持
っ
て
主
従
の
関
係
を
結
ぶ
専
属
契
約
の
こ
と
を

表
わ
す
。 

主
従
と
い
っ
て
も
込
め
ら
れ
た
意
味
は
様
々
で
あ
り
、
親
兄
弟
の
契
り
、
恋
人

同
士
の
契
り
、
義
兄
弟
の
契
り
な
ど
人
に
よ
っ
て
違
う
も
の
で
あ
る
。 

霊
的
な
力
で
絆
を
結
び
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
魂
は
力
を
合
わ
せ
合
い
、
通
常

で
は
引
き
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
力
を
何
倍
に
も
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

主
人
に
な
る
人
物
を
「
マ
ス
タ
ー
」
と
呼
び
、
従
者
に
な
る
人
物
を
「
サ
ー
ヴ

ァ
ン
ト
」
と
呼
ぶ
。 

▼
絶
対
服
従 

サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
は
自
我
と
自
由
意
志
を
持
っ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
マ
ス
タ
ー

の
命
令
に
は
絶
対
服
従
と
な
る
。
命
令
に
逆
ら
お
う
と
す
る
と
「
逆
ら
え
な
く
は

な
い
が
ヤ
ル
気
が
起
き
な
い
」、
も
し
く
は
、「
体
が
一
段
と
重
く
な
る
」
な
ど
、

苦
痛
を
伴
う
よ
う
な
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
心
が
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

▼
契
約
対
象 

マ
ス
タ
ー
は
複
数
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
と
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
サ
ー
ヴ

ァ
ン
ト
は
複
数
の
マ
ス
タ
ー
と
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

ま
た
、
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
が
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
を
従
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
は
複
数
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
を
従
え
る
こ
と
も
で
き
る
。 

▼
再
契
約 

基
本
的
に
、
一
度
マ
ス
タ
ー
と
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
に
な
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
再

度
同
じ
契
約
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。 

 

た
だ
し
、
マ
ス
タ
ー
だ
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
今
度
は
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
に
、
サ

ー
ヴ
ァ
ン
ト
だ
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
マ
ス
タ
ー
に
な
る
こ
と
で
、
同
じ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
同
士
で
も
契
約
関
係
を
結
ぶ
こ
と
は
で
き
る
。 

▼
令
呪
（ギ
ア
ス
）の
刻
印 

契
約
に
同
意
し
た
時
点
で
、
マ
ス
タ
ー
と
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
の
体
の
一
部
に
契
約

刻
印
が
浮
か
び
上
が
り
、
契
約
完
了
と
な
る
。
契
約
の
際
に
浮
か
び
上
が
る
刻
印

が
体
の
ど
こ
に
あ
る
か
、
２
Ｄ
６
の
ラ
ン
ダ
ム
で
決
め
て
も
よ
い
。 

２
→
片
目 

 

３
→
舌 

４
→
背
中 

 

５
→
腹
部 

６
→
腕 

７
→
手
の
甲 

８
→
脚
や
腿 
９
→
胸 

１０
→
額 

 

１１
→
喉 

 

１２
→
後
頭
部 
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▼令呪 （ギアス。縛令呪識契約） 

令呪（ギアス）の使用回数は、１シナリオ

に１体につき３点まで行使できる「マスター

からのサーヴァントへの絶対命令」である。 

 契約が完了したマスターとサーヴァントは、

「令呪刻印」が身体のどこかに現れる。この

刻印は刺青のような形状をしており、身体の

どこに現れるかはキャラクターが自由に設定

してよい。 

令呪はセッションが終了したとき、最大値

の３点まで回復する。 

 

●契約の方法 

マスターになるキャラクターとサーヴァン

トになるキャラクターが契約に合意した時点

で、両者の体の一部に令呪刻印が浮かび上が

り、契約完了となる。 

契約や令呪の効果は、契約した当人の記憶

が（たとえ片方だけでも）ある限り持続し、

また、ループを跨いでも記憶を引き継いでい

る場合は効果が継続する。 

▼契約破棄の方法 

契約破棄の方法は、以下の通り。 

①令呪で契約破棄の命令を下す 

 セッション中に令呪を使用し、マスターが

「契約を破棄する」とサーヴァントに命じれ

ば、令呪刻印は消滅し、対等の関係に戻る。 

②令呪刻印のある肉体を切り離し消滅させる 

 令呪刻印のある箇所を、肉体から切り離す。 

本体から離れた刻印は「本体に込められた

魂」からの供給を受けることができなくなる

ので消滅する。 

③心霊医師による《心霊治療》を施す 

心霊治療が行える心霊医師によって手術を

受ければ、肉体を切断することなく、苦痛を

伴わず令呪の刻印を消滅させることができる。 

④その他 

 特別な力が働いたとき、特例として契約破

棄が生じる。 

 

令呪
ギ ア ス

：強
きょう

制
せい

召
しょう

喚
かん

 

キャラクターレベル：１ 

タイミング：オート 

対象：単体      代償：令呪１点 

効果：シーンに登場していないサーヴァントをマス

ターの至近エンゲージへ呼び出すギアス。 

 戦闘中で令呪によるシーン登場を行なった場合、令

呪を消費したマスターが召喚したサーヴァントの配

置を自由に決定すること。 

 

 

令呪
ギ ア ス

：強
きょう

制
せい

退
たい

場
じょう

 
キャラクターレベル：１ 

タイミング：オート 

対象：単体      代償：令呪１点 

効果：シーンに登場しているサーヴァントを、強制的

に退場させることができるギアス。 

 また、サーヴァントが回避判定に失敗した直後に使

用したり、ダメージロール直後でも実ダメージを受け

る前に戦闘から退場させることができる。 

 

 

令呪
ギ ア ス

：強
きょう

制
せい

命
めい

令
れい

 

キャラクターレベル：１ 

タイミング：オート 

対象：単体      代償：令呪１点 

効果：どんなに不可能な判定であってもサーヴァン

トの行為を成功へと導くギアス。 

 サーヴァントが行なうダイスロールに＋２０。 

行為判定の達成値、ダメージ量、回復量など、ダ

イスを扱ういかなるロールにも使用することができ

る。 
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■
イ
ベ
ン
ト
キ
ー
ル
ー
ル 

 
Ｐ
Ｃ
が
、
シ
ナ
リ
オ
で
設
定
さ
れ
た
重
要
な
情
報
、
ま
た
は
重
要
な
物
、
場
所
、

人
な
ど
を
総
称
し
て
イ
ベ
ン
ト
キ
ー
と
呼
ぶ
。イ
ベ
ン
ト
キ
ー
は
そ
の
名
の
通
り
、

人
生
の
分
岐
点
で
あ
る
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
る
重
要
な
鍵
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

イ
ベ
ン
ト
キ
ー
は
、「
Ｐ
Ｃ
が
ど
こ
ま
で
の
情
報
を
得
て
い
る
か
」
を
明
確
に
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
最
中
、
シ
ー
ン
に
登
場
し
て
い
な

い
Ｐ
Ｃ
は
そ
の
シ
ー
ン
で
生
じ
た
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
プ
レ
イ
ヤ
ー

は
知
っ
て
い
て
も
、
Ｐ
Ｃ
は
知
ら
な
い
現
象
が
起
き
る
。
そ
の
現
象
を
回
避
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
が
イ
ベ
ン
ト
キ
ー
だ
。 

 

例
え
ば
、
Ｐ
Ｃ
１
は
学
校
で
不
審
な
人
物
に
出
会
っ
た
と
す
る
。
そ
の
不
審
な

人
物
の
特
徴
は
、
実
際
に
対
象
を
見
た
Ｐ
Ｃ
１
に
し
か
判
ら
な
い
。 

こ
の
と
き
、
Ｇ
Ｍ
は
Ｐ
Ｃ
１
に
「
イ
ベ
ン
ト
キ
ー
：
不
審
な
人
物
」
を
与
え
る
。

別
の
シ
ー
ン
で
Ｇ
Ｍ
が「
学
校
に
居
た
不
審
な
人
物
が
現
れ
た
」と
発
言
し
て
も
、

Ｐ
Ｃ
１
を
操
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
し
か
率
先
的
に
行
動
は
起
こ
せ
な
い
。Ｇ
Ｍ
は
、『「
イ

ベ
ン
ト
キ
ー
：
不
審
な
人
物
」
を
持
っ
て
い
る
Ｐ
Ｃ
の
み
判
定
を
行
な
う
こ
と
』

な
ど
と
指
示
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

イ
ベ
ン
ト
キ
ー
は
他
人
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ

れ
は
特
定
の
イ
ベ
ン
ト
を
起
こ
し
た
者
だ
け
が
得
ら
れ
る
特
権
で
あ
り
、
譲
渡
す

る
た
め
に
は
特
殊
な
特
技
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

■
ア
ナ
ザ
ー
フ
ォ
ー
カ
ス
判
定 

 

ア
ナ
ザ
ー
フ
ォ
ー
カ
ス
判
定
（
Ａ
Ｆ
判
定
）
と
は
、
複
雑
な
作
業
を
ゲ
ー
ム
内

で
表
現
す
る
た
め
の
、
一
連
の
判
定
処
理
で
あ
る
。 

 

通
常
の
行
為
判
定
は
原
則
１
回
の
ダ
イ
ス
ロ
ー
ル
で
決
定
す
る
の
に
対
し
、
Ａ

Ｆ
判
定
は
複
数
回
の
ダ
イ
ス
ロ
ー
ル
通
じ
て
そ
の
結
果
を
決
定
す
る
。 

 

大
規
模
な
判
定
で
あ
る
Ａ
Ｆ
判
定
の
難
易
度
は
、
通
常
の
判
定
の
難
易
度
が
６

～
２０
に
対
し
、
非
常
に
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｃ
達
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な

い
事
象
に
対
抗
す
る
演
出
が
で
き
る
。
Ａ
Ｆ
判
定
の
進
行
手
順
は
以
下
の
通
り
。 

 

①
Ｇ
Ｍ
は
Ａ
Ｆ
判
定
を
宣
言
し
て
大
規
模
行
為
判
定
の
目
標
を
明
示
す
る 

 

例
え
ば
、「
会
話
し
て
い
る
相
手
を
説
得
し
て
何
か
情
報
を
得
る
」
と
い
う
目
標

を
Ｐ
Ｃ
達
に
明
示
す
る
。 

②
Ａ
Ｆ
判
定
の
「使
用
能
力
値
」「難
易
度
」「ラ
ウ
ン
ド
制
限
」を
宣
言
す
る 

 

判
定
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
難
易
度
を
明
示
す
る
。
こ
こ
で
の
例
で
は
、「
使
用

能
力
値
：【
理
知
】
／
難
易
度
：
５０
／
ラ
ウ
ン
ド
制
限
：
２
ラ
ウ
ン
ド
」
と
し
た
。 

 

こ
の
と
き
、
Ｇ
Ｍ
は
シ
ー
ン
の
状
態
に
合
わ
せ
て
「
特
別
ル
ー
ル
」
を
設
定
し

て
も
よ
い
。 

③
達
成
値
を
算
出
す
る 

Ａ
Ｆ
判
定
は
メ
ジ
ャ
ー
能
動
に
相
当
す
る
。
通
常
の
戦
闘
の
よ
う
に
【
行
動
値
】

順
に
ラ
ウ
ン
ド
を
進
行
さ
せ
、
判
定
を
行
な
う
。 

こ
の
と
き
Ｐ
Ｃ
達
が
算
出
し
た
達
成
値
を
合
計
し
、
ラ
ウ
ン
ド
制
限
ま
で
に
難

易
度
に
合
計
値
が
達
す
れ
ば
Ａ
Ｆ
判
定
は
成
功
と
な
る
。 

例
え
ば
、
Ｐ
Ｃ
３
人
で
例
の
Ａ
Ｆ
判
定
を
行
な
う
と
す
る
。 

 

Ｐ
Ｃ
１
は
、【
理
知
】
達
成
値
１０
を
算
出
し
た
。 

 

Ｐ
Ｃ
２
は
、【
理
知
】
達
成
値
１２
を
算
出
し
た
。 

 

Ｐ
Ｃ
３
は
、【
理
知
】
達
成
値
１５
を
算
出
し
た
。 
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３
人
は
、
１
ラ
ウ
ン
ド
に
１０
＋
１２
＋
１５
＝
３７
の
達
成
値
を
算
出
し
た
こ
と

に
な
る
。
２
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
に
難
易
度
で
あ
る
５０
に
到
達
で
き
れ
ば
、
Ｐ
Ｃ
達
は

Ａ
Ｆ
判
定
に
勝
利
す
る
。 

▼
Ａ
Ｆ
判
定
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル 

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
の
場
合
、
判
定
の
自
動
成
功
で
は
な
く
、
ダ
イ
ス
ロ
ー
ル
結
果

を
３０
と
し
て
扱
う
。
ダ
イ
ス
ロ
ー
ル
結
果
１２
で
は
な
い
の
で
注
意
す
る
こ
と
。 

▼
Ａ
Ｆ
判
定
の
フ
ァ
ン
ブ
ル 

フ
ァ
ン
ブ
ル
の
場
合
、
自
動
失
敗
と
な
る
。 

難
易
度
減
少
を
し
て
い
た
場
合
、
初
期
設
定
さ
れ
て
い
た
難
易
度
に
戻
る
。 

 

●
Ａ
Ｆ
判
定
の
難
易
度
減
少 

Ａ
Ｆ
判
定
で
は
、
判
定
前
に
特
技
を
使
用
し
て
シ
ー
ン
を
描
写
・
演
出
す
る
こ

と
で
、
難
易
度
を
特
技
１
つ
に
つ
き
２
点
減
少
で
き
る
。
こ
れ
を
「
難
易
度
減
少
」

と
呼
ぶ
。 

 

先
の
例
な
ら
ば
、「《
本
の
ク
チ
》
を
使
っ
て
相
手
を
楽
し
ま
せ
、
説
得
を
有
利

に
し
た
」と
演
出
す
る
。こ
の
と
き
Ａ
Ｆ
判
定
の
難
易
度
が
５０
か
ら
２
点
減
少
し
、

４８
に
な
り
、
成
功
へ
近
付
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

原
則
と
し
て
、
一
度
演
出
し
た
特
技
は
再
度
演
出
に
使
用
で
き
な
い
。
ラ
ウ
ン

ド
が
経
過
し
た
場
合
は
、
演
出
を
変
更
す
る
こ
と
再
度
演
出
利
用
が
で
き
る
。 

演
出
と
し
て
宣
言
し
た
特
技
の
代
償
は
消
費
し
な
い
。 

演
出
で
は
な
く
、
達
成
値
算
出
の
た
め
に
特
技
を
使
用
し
た
い
場
合
は
、
通
常

の
処
理
の
よ
う
に
特
技
の
代
償
を
消
費
し
て
使
用
す
る
こ
と
。 

難
易
度
の
最
低
値
は
１
で
あ
る
。
難
易
度
が
Ｐ
Ｃ
の
能
力
値
以
下
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
ダ
イ
ス
ロ
ー
ル
に
よ
る
判
定
に
成
功
し
な
け
れ
ば
Ａ
Ｆ
判
定
は
成
功
し

た
こ
と
に
な
ら
な
い
。 

 ●
協
調
行
動 

Ａ
Ｆ
判
定
を
す
る
Ｐ
Ｃ
に
協
力
し
て
、
別
の
Ｐ
Ｃ
が
Ａ
Ｆ
判
定
を
支
援
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
『
協
調
行
動
』
と
言
う
。 

Ａ
Ｆ
判
定
を
行
な
う
判
定
者
が
使
用
す
る
判
定
能
力
値
で
、
協
調
行
動
を
行
な

う
協
調
者
が
Ｇ
Ｍ
指
定
の
難
易
度
（
目
安
８
～
１２
）
に
成
功
す
れ
ば
、
協
調
者
の

持
つ
全
特
技
を
判
定
者
が
自
分
の
特
技
と
同
じ
く
難
易
度
減
少
に
使
用
で
き
る
。 

協
調
行
動
の
許
可
（
同
じ
ラ
ウ
ン
ド
内
で
の
複
数
回
参
加
や
、
１
つ
の
Ａ
Ｆ
判

定
で
の
複
数
人
参
加
）
は
、
Ｇ
Ｍ
が
設
定
す
る
こ
と
。 

  

●サンプルＡＦ判定 

▼ＡＦ判定１『敵の基地に潜入する』 

・使用能力値：【反射】 ・難易度：１２０ 

・ラウンド制限：２   ・ＰＣ全員参加可能 

※成功した場合、敵の基地へ潜り込める。 

失敗した場合、【ＨＰ】ダメージを受ける。 

▼ＡＦ判定２『敵から逃げのびる』 

・使用能力値：【体力】か【幸運】 難易度：９０ 

・「イベントキー：脱走」があるＰＣは参加可能 

※難易度５０以下になった場合、イベント発生。 

●ＡＦ判定の特技数・減少率イメージ表 

レベル目安 平均特技数 難易度減少率 

低レベル（3～5） 8～12個 16～24減少 

中レベル（6～9） 14～20個 28～40減少 

高レベル（10～） 22～個 50前後減少 
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■
シ
ナ
リ
オ
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト 

 
シ
ナ
リ
オ
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
は
、
Ｇ
Ｍ
か
ら
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
対
し
て
行
な
う
「
作

成
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
へ
の
要
望
」
で
あ
る
。 

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
と
の
関
係
、
セ
カ
イ
の
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
、
事
前
情
報
、
取
得

が
推
奨
さ
れ
る
ク
ラ
ス
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。 

▼
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン 

 

シ
ナ
リ
オ
内
で
大
き
く
関
わ
る
人
物
や
事
柄
。 

そ
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

▼
セ
カ
イ
の
イ
ベ
ン
ト 

 

作
中
で
は
『
神
』
が
そ
の
生
命
に
課
し
た
必
ず
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
通
過

点
と
さ
れ
て
い
る
も
の
。
シ
ナ
リ
オ
内
で
必
ず
起
き
る
こ
と
や
、
必
ず
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
し
て
ほ
し
い
要
望
を
記
す
。 

 ■
正
気
度
判
定
ル
ー
ル 

 

正
気
度
判
定
と
は
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
現
象
を
目
の
当
た
り
に
し
た
り
、
負
の

感
情
に
よ
り
動
揺
し
た
と
き
に
正
気
で
い
ら
れ
る
か
を
表
現
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る
。 

最
大
【
正
気
度
】
算
出
＝
【
理
知
】
＋
【
意
志
】 

 

●
正
気
度
判
定 

Ｇ
Ｍ
は
正
気
度
判
定
の
難
易
度
を
決
定
し
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
伝
え
る
。 

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
２
Ｄ
６
の
ダ
イ
ス
ロ
ー
ル
を
行
な
い
、
現
在
の
【
正
気
度
】
と

修
正
を
加
え
て
成
否
を
決
定
す
る
。 

正
気
度
判
定
の
達
成
値
＝
現
在
の
【
正
気
度
】
＋
ダ
イ
ス
の
出
目
＋
修
正 

正
気
度
判
定
に
成
功
し
た
場
合
は
、
正
気
で
い
ら
れ
た
た
め
通
常
の
行
動
が
で

き
る
こ
と
に
な
る
。
失
敗
し
た
場
合
、
以
下
の
こ
と
な
ど
が
発
生
す
る
。 

▼
動
揺
し
て
正
常
な
判
断
が
で
き
な
く
な
る
（
特
定
の
シ
ー
ン
の
間
、
達
成
値
に

ペ
ナ
ル
テ
ィ
） 

▼
バ
ッ
ド
ス
テ
ー
タ
ス
付
与
（
放
心
や
毒
な
ど
） 

▼
【
正
気
度
】
減
少
（
１
点
減
少
～
１
Ｄ
６
点
減
少
） 

▼
狂
気
に
陥
る
『
一
時
的
狂
化
』
状
態
に
な
る
（
後
述
） 

 

Ｇ
Ｍ
は
シ
ー
ン
に
相
応
し
い
正
気
度
判
定
失
敗
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
与
え
る
こ
と
。 

 

●
減
少
し
た
正
気
度 

 

正
気
度
が
減
少
し
た
場
合
、
次
の
正
気
度
判
定
に
は
減
少
し
た
正
気
度
を
使
用

す
る
。 

 

１
回
目
の
正
気
度
判
定
に
「
２
Ｄ
６
＋
【
正
気
度
】
８
」
で
達
成
値
に
算
出
し

て
い
た
が
、
２
点
減
少
し
た
状
態
で
２
回
目
の
正
気
度
判
定
を
行
な
う
場
合
、「
２

Ｄ
６
＋
【
正
気
度
】
６
」
で
達
成
値
を
算
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

シ
ナ
リ
オ
内
で
減
少
し
た
【
正
気
度
】
は
【
Ｈ
Ｐ
】
や
【
Ｍ
Ｐ
】
と
同
じ
戦
闘

値
で
あ
り
、
シ
ナ
リ
オ
終
了
後
に
全
回
復
す
る
。 

 

■
異
端
堕
ち
ル
ー
ル 

 

異
端
堕
ち
と
は
、
身
も
心
も
異
端
と
同
質
の
存
在
に
変
貌
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

異
端
堕
ち
状
態
に
な
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
一
時
的
に
強
力
な
力
を
使
え
る
よ

う
に
な
る
が
、
負
の
感
情
に
満
た
さ
れ
理
性
を
制
御
し
き
れ
な
か
っ
た
場
合
、
異 
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異
い

端
た ん

堕
お

ち状態
じょうたい

：クリティカル値
ち

減
げ ん

少
しょう

      
タイミング：判定直前 

判定：自動成功    対象：自身 

射程：なし      代償：【正気度】１Ｄ６ 

効果：精神エネルギーを溜め込んで、一気に爆発させ

る異端堕ち状態。 

行為判定のクリティカル値を－５。 

判定終了後に【正気度】を１Ｄ６点減少させること。 

 

 

 

異
い

端
たん

堕
お

ち状態
じょうたい

：代
だい

償
しょう

解
かい

放
ほ う

 
タイミング：セットアップ 

判定：自動成功    対象：自身 

射程：なし      代償：【正気度】１Ｄ６ 

効果：類いまれなる身体能力を発揮して、周囲を圧倒

する異端堕ち状態。 

 そのラウンド間、全代償を０にする。 

ラウンド終了後に【正気度】を１Ｄ６点減少させ

ること。 

 

 

異
い

端
たん

堕
お

ち状態
じょうたい

：蘇
そ

生
せい

 

タイミング：イニシアチブ 

判定：自動成功    対象：単体（自身を除く） 

射程：シーン     代償：【正気度】２Ｄ６ 

効果：活力を回復させる異端堕ち状態。戦闘不能状態

でも使用可能。対象を死亡から戦闘不能状態に、戦闘

不能状態から【ＨＰ】を対象の【体力基本値】まで、

【ＭＰ】を【意志基本値】まで回復する（【意志基本

値】以上なら高い値を優先）。また、バステも回復し、

未行動状態（ラウンド末に行動）となる。対象の蘇生

を終えたら【正気度】を２Ｄ６点減少させること。 

異
い

端
たん

堕
お

ち状態
じょうたい

：射
し ゃ

程
てい

拡
か く

大
だい

 
タイミング：オート 

判定：自動成功    対象：自身 

射程：なし      代償：【正気度】１Ｄ６ 

効果：戦闘に必要な感覚を増幅させる異端堕ち状態。 

 そのメインプロセスの間、使用者の全特技が［対

象：シーン（選択）］［射程：視界］になる。 

メインプロセス終了後に【正気度】を１Ｄ６点減

少させること。 

 

 

異
い

端
たん

堕
お

ち状態
じょうたい

：ダメージ上
じょう

昇
しょう

 

タイミング：ダメージロール直前 

判定：自動成功    対象：自身 

射程：なし      代償：【正気度】１Ｄ６ 

効果：瞬間的にいくつもの力を発揮させ、一撃必殺を

繰り出す異端堕ち状態。 

ダメージロール＋８Ｄ６。 

メインプロセス終了後に【正気度】を１Ｄ６点減

少させること。 

 

 

異
い

端
たん

堕
お

ち状態
じょうたい

：未
み

行
こ う

動
ど う

化
か

 
タイミング：イニシアチブ 

判定：自動成功    対象：自身 

射程：なし      代償：【正気度】２Ｄ６ 

効果：肉体の限界を引き上げ、即座に行動に移ること

ができる異端堕ち状態。 

 行動済から未行動状態になる。異端堕ちによって未

行動になったキャラクターは、【行動値】に関係なく、

即座にメインプロセスを得ることができる。 

メインプロセス終了後に【正気度】を２Ｄ６点減

少させること。 
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端
と
な
り
、
元
の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
は
な
い
。 

異
端
と
な
っ
た
者
は
、
異
端
の
本
能
に
従
っ
て
暴
走
し
、
殺
戮
や
破
壊
活
動
を

行
な
う
。 

異
端
堕
ち
の
状
況
の
例
は
、
以
下
の
通
り
。 

①
能
力
者
が
能
力
を
用
い
て
生
き
物
を
殺
め
る 

 

他
者
の
命
を
奪
う
と
い
う
行
為
で
、
心
身
に
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
際
に
沸

き
立
つ
特
定
の
感
情
で
異
端
堕
ち
が
発
生
す
る
。
特
定
の
感
情
と
は
、『
快
楽
』
や

『
悦
楽
』『
加
虐
』
で
あ
る
。 

②
尋
常
で
は
な
い
恐
怖
を
体
験
す
る 

 

理
解
が
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
の
恐
怖
を
感
じ
た
際
に
沸
き
立
つ
特
定
の
感
情
で

異
端
堕
ち
が
発
生
す
る
。
特
定
の
感
情
と
は
、『
逃
避
』『
破
壊
衝
動
』
で
あ
る
。 

③
分
類
が
「
異
端
」「
魔
族
」
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
闇
の
衝
動
を
受
け
入
れ
る 

 

異
端
は
負
の
感
情
を
求
め
る
生
き
物
で
あ
る
。
本
能
と
し
て
人
々
を
傷
つ
け
、

殺
め
る
。
そ
の
生
き
方
を
受
け
入
れ
て
倣
う
場
合
、
異
端
堕
ち
が
発
生
す
る
。 

④
消
費
が
必
要
な
代
償
を
無
視
し
て
力
を
使
う 

 

世
界
の
理
か
ら
離
れ
る
と
き
、
世
界
の
創
造
物
と
し
て
の
資
格
を
失
く
す
。
代

償
を
無
視
し
て
能
力
を
扱
っ
た
人
物
は
世
界
に
よ
っ
て
、
異
端
と
し
て
書
き
換
え

ら
れ
て
い
き
、
異
端
堕
ち
が
発
生
す
る
。 

⑤
『
欺
く
神
』
に
異
端
に
な
る
こ
と
を
望
む 

 

自
ら
他
者
を
傷
付
け
負
の
感
情
で
成
長
す
る
異
端
に
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
者
は
、

欺
く
神
に
存
在
を
受
け
入
れ
ら
れ
、彼
ら
の
強
力
な
配
下
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
場
合
、
姿
形
さ
え
も
禍
々
し
く
変
貌
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。 

  

ま
た
、
異
端
堕
ち
を
す
る
こ
と
で
戦
闘
中
に
強
力
な
力
を
一
時
的
に
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

戦
闘
中
に
得
ら
れ
る
強
力
な
力
の
こ
と
を
『
異
端
堕
ち
状
態
』
と
呼
ぶ
。『
異
端

堕
ち
状
態
』
の
処
理
が
終
わ
っ
た
ら
、
指
定
さ
れ
た
【
正
気
度
】
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
。 

 

異
端
堕
ち
状
態
は
、
１
シ
ー
ン
に
３
回
ま
で
使
用
可
能
。 

【
正
気
度
】
の
現
在
値
が
１
の
と
き
は
「
代
償
：【
正
気
度
】
１
Ｄ
６
」
の
異
端

堕
ち
を
、【
正
気
度
】
の
現
在
値
が
２
の
と
き
は
「
代
償
：【
正
気
度
】
２
Ｄ
６
」

の
異
端
堕
ち
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

●
一
時
的
狂
化 

一
時
的
狂
化
と
は
、【
正
気
度
】
が
０
に
な
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
暴
走
状
態
で

あ
る
こ
と
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。 

 

一
時
的
狂
化
に
な
っ
た
場
合
、
一
部
の
【
戦
闘
値
】
が
上
昇
し
、
常
に
「
ダ
メ

ー
ジ
を
与
え
る
行
動
」し
か
で
き
な
く
な
る
。命
中
対
象
を
選
択
で
き
な
く
な
り
、

Ｐ
Ｃ
、
Ｎ
Ｐ
Ｃ
、
エ
キ
ス
ト
ラ
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
シ
ー
ン
に
登
場
す
る
全

て
の
対
象
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

ま
た
、《
＋
９９
狂
化
》
を
取
得
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
［
タ
イ
ミ
ン
グ
：
オ
ー

ト
］
で
使
用
を
宣
言
す
る
こ
と
で
、
自
ら
一
時
的
狂
化
に
な
る
こ
と
が
可
能
。 

一
時
的
狂
化
は
、
シ
ー
ン
終
了
時
ま
で
に
【
正
気
度
】
を
１
ま
で
回
復
で
き
な

け
れ
ば
、
永
続
狂
化
（
後
述
）
状
態
に
な
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ロ
ス
ト
と
な
る
。 

▼
一
時
的
狂
化
状
態
の
戦
闘
値
処
理 

 

一
時
的
狂
化
に
な
っ
た
場
合
、
即
座
に
一
部
【
戦
闘
値
】
が
＋
９９
さ
れ
る
。 

【
Ｈ
Ｐ
】
と
【
Ｍ
Ｐ
】
と
【
防
御
点
】
以
外
の
戦
闘
値
（
命
中
値
、
回
避
値
、
行

動
値
、
攻
撃
力
）
に
＋
９９
を
す
る
こ
と
。 
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▼
一
時
的
狂
化
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
強
制
停
止 

一
時
的
狂
化
状
態
で
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
契
約
関
係
に
あ
る
マ
ス
タ
ー
が
、

［
タ
イ
ミ
ン
グ
：
オ
ー
ト
］
で
【
意
志
】
判
定
難
易
度
１５
に
成
功
す
れ
ば
、
即
座

に
行
動
不
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
の
行
動
不
能
は
、
命
中
判
定
直
後
や
、
ダ
メ
ー
ジ
ロ
ー
ル
直
後
で
も
割
り
込

み
で
制
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

▼
一
時
的
狂
化
の
解
除
方
法 

 

一
時
的
狂
化
状
態
に
な
っ
た
対
象
の
行
動
を
停
止
す
る
に
は
、
以
下
の
方
法
が

あ
る
。【
正
気
度
】
０
点
の
状
態
で
解
除
さ
れ
た
場
合
、
１
点
ま
で
回
復
で
き
る
。 

①
マ
ス
タ
ー
に
よ
る
抑
止 

一
時
的
狂
化
状
態
で
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
契
約
関
係
に
あ
る
マ
ス
タ
ー
が
、

［
タ
イ
ミ
ン
グ
：
メ
ジ
ャ
ー
］
で
【
意
志
】
判
定
難
易
度
１５
に
成
功
す
る
。 

②
マ
ス
タ
ー
に
よ
る
命
令 

一
時
的
狂
化
状
態
で
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
契
約
関
係
に
あ
る
マ
ス
タ
ー
が
、

［
タ
イ
ミ
ン
グ
：
オ
ー
ト
］
に
令
呪
を
１
点
消
費
し
、「
一
時
的
狂
化
状
態
を
解
除

す
る
命
令
」
を
下
す
。 

③
自
身
に
よ
る
解
除 

狂
化
し
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
自
身
が
［
タ
イ
ミ
ン
グ
：
ク
リ
ン
ナ
ッ
プ
］
に

【
意
志
】判
定
で
難
易
度
２０
に
成
功
す
る
。Ｇ
Ｍ
判
断
で
難
易
度
加
減
す
る
こ
と
。 

副
特
技
《
＋
９９
狂
化
》
を
取
得
し
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
常
に
一
時
的
狂

化
時
の
停
止
・
解
除
判
定
の
達
成
値
に
＋
９
し
て
も
よ
い
。 

 

●
永
続
狂
化 

【
正
気
度
】
が
０
に
な
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
シ
ー
ン
終
了
時
ま
で
に
０
に

な
っ
た
【
正
気
度
】
を
何
ら
か
の
回
復
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
、
永
続
狂
化
に
な
る
。 

 

永
続
狂
化
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
以
下
の
状
態
と
な
る
。 

①
人
間
で
あ
れ
ば
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る 

②
人
間
と
共
に
生
き
て
い
た
人
外
で
あ
れ
ば
共
存
は
不
可
能
に
な
る 

③
姿
形
が
化
け
物
の
よ
う
に
禍
々
し
く
変
貌
す
る 

永
続
狂
化
と
な
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
以
上
の
よ
う
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
発
生
す

る
よ
う
に
世
界
が
書
き
変
わ
っ
て
い
く
。『
死
亡
』
ル
ー
ル
と
同
じ
よ
う
に
Ｐ
Ｃ
と

し
て
復
帰
は
で
き
な
く
な
り
、
ゲ
ー
ム
か
ら
除
外
さ
れ
る
。 

永
続
狂
化
と
な
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
救
う
こ
と
は
、
奇
跡
が
起
き
な
い
限
り

あ
り
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
永
続
狂
気
か
ら
の
回
復
手
段
は
、
以
下
の
通
り
。 

▼
【
正
気
度
】
を
回
復
す
る
特
技
の
使
用 

▼
心
霊
治
療
に
よ
る
心
霊
手
術
（
３
Ｄ
６
～
９
Ｄ
６
ヶ
月
の
入
院
・
封
印
） 

▼
相
応
し
い
ロ
ー
ル
に
よ
る
【
意
志
】
判
定 

（
Ｇ
Ｍ
は
難
易
度
加
減
を
す
る
こ
と
） 

ま
た
、
既
に
異
端
や
異
端
犯
罪
者
と
し
て
出
て
く
る
Ｎ
Ｐ
Ｃ
は
原
則
【
正
気
度
】

が
０
で
あ
り
、
１
シ
ナ
リ
オ
に
１
回
ま
で
、
好
き
な
『
異
端
堕
ち
状
態
』
を
１
つ

発
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

永
続
狂
化
は
実
質
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ロ
ス
ト
で
は
あ
る
が
、
シ
ー
ン
に
相
応
し
い

演
出
で
あ
れ
ば
Ｇ
Ｍ
裁
量
で
【
正
気
度
】
を
１
ま
で
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
■
英
霊
ル
ー
ル 

英
霊
と
は
、
過
去
の
偉
人
・
歴
史
的
、
神
話
や
伝
承
に
登
場
す
る
英
雄
、
大
勢

の
感
情
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
魂
の
こ
と
で
あ
る
。 

強
力
な
魂
は
魔
力
を
帯
び
始
め
、
そ
の
魔
力
で
肉
体
を
形
成
し
、
実
体
化
し
て 
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再
び
現
世
に
現
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

Ｐ
Ｃ
と
し
て
英
霊
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成
し
て
も
よ
い
。P.180

を
参
照
す

る
。
分
類
「
神
霊
」
と
し
て
作
成
す
る
こ
と
。 

 

魂
に
宿
る
魔
力
に
よ
っ
て
肉
体
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
魔
力
が
切
れ

る
（
戦
闘
不
能
→
と
ど
め
を
刺
す
状
態
）
こ
と
で
、
光
に
な
っ
て
昇
華
さ
れ
る
。 

英
霊
は
魔
力
に
よ
っ
て
「
自
分
が
再
現
し
た
い
時
代
（
最
高
潮
の
時
代
）」
の
姿

形
を
模
っ
て
い
る
た
め
、
不
老
で
あ
り
、
食
事
や
睡
眠
を
必
要
と
し
な
い
。
生
前

に
食
事
と
睡
眠
が
必
要
だ
っ
た
英
霊
は
再
現
の
た
め
に
以
上
の
こ
と
を
行
な
う
が
、

基
本
的
に
魔
力
の
供
給
が
あ
れ
ば
不
老
不
死
の
存
在
で
あ
る
。 

現
世
に
い
る
英
霊
は
、
魔
術
の
召
喚
式
に
よ
っ
て
現
世
に
喚
び
出
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
大
半
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
召
喚
し
た
術
師
の
願
い
（
命
令
）
を
果
た
す
ま

で
現
界
し
て
お
り
、
目
的
を
果
た
す
こ
と
で
英
霊
は
昇
華
・
消
滅
す
る
。 

 

英
霊
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
、
他
の
Ｐ
Ｃ
と
同
じ
よ
う
に
『
契
約
』
ル
ー
ル
を
行
な

う
こ
と
が
で
き
る
。 

多
く
の
英
霊
は
、
契
約
を
行
な
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら
魔
力
供
給
を
主
な
活

動
源
に
し
て
い
る
。基
本
的
に
、召
喚
主
が
召
喚
主
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
に
な
る
が
、

英
霊
が
マ
ス
タ
ー
に
な
っ
て
も
い
い
し
、
召
喚
主
以
外
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
契
約

を
し
て
も
い
い
。 

 

●
英
霊
の
霊
体
化 

 

英
霊
は
本
来
、
肉
体
を
持
た
な
い
魂
だ
け
の
存
在
で
あ
る
。
自
身
の
魔
力
の
調

節
に
よ
っ
て
肉
体
の
形
成
を
一
時
的
に
と
り
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

霊
体
化
す
る
と
、「
霊
媒
師
」の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
、契
約
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、

他
の
英
霊
以
外
に
存
在
を
悟
ら
れ
る
こ
と
な
く
シ
ー
ン
に
登
場
き
る
。 

 

た
だ
し
、
霊
体
化
し
た
状
態
で
は
行
為
判
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
使
用
で

き
る
特
技
も
原
則
、
副
特
技
の
み
と
な
る
。 

 

●
英
霊
の
称
号 

 

英
霊
は
、『
正
な
る
神
』
か
ら
数
種
類
の
中
か
ら
あ
る
称
号
を
与
え
ら
れ
、
分
類

さ
れ
て
い
る
。英
霊
達
は
何
の
英
霊
で
あ
る
か
称
号
を
得
て
か
ら
現
世
に
現
れ
る
。 

本
来
で
あ
れ
ば
そ
の
世
界
に
い
る
筈
の
な
い
例
外
の
魂
で
あ
る
英
霊
達
は
、『
正

な
る
神
』
か
ら
称
号
を
得
る
こ
と
で
現
界
を
許
さ
れ
る
。
い
わ
ば
「
英
霊
が
現
世

に
降
り
る
た
め
の
適
正
試
験
」
の
よ
う
な
も
の
を
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
試
験
に

合
格
し
た
英
霊
の
み
が
現
世
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

称
号
を
持
っ
た
英
霊
は
、
現
世
で
「
セ
イ
バ
ー
の
英
霊
で
あ
る
」
と
名
乗
る
よ

う
に
な
る
。
称
号
を
持
つ
英
霊
は
自
身
の
精
神
と
ウ
ズ
マ
キ
を
通
わ
す
こ
と
で
、

現
世
知
識
を
自
在
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
太
古
の
昔
の
存
在
で
あ
っ
て
も

現
代
語
を
喋
り
、
現
代
社
会
に
適
応
で
き
る
だ
け
の
知
識
を
持
っ
て
現
れ
る
。 

 

■
神
の
力
ル
ー
ル 

『
Ａ
Ｗ
』
の
世
界
ゼ
フ
ィ
ロ
ス
を
創
造
し
た
正
五
神
と
、
そ
れ
ら
と
対
立
し
ゼ
フ

ィ
ロ
ス
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
邪
神
八
柱
の
力
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
の

力
を
得
る
こ
と
で
、
通
常
よ
り
も
さ
ら
に
強
力
な
能
力
を
操
る
こ
と
が
で
き
る
。 

し
か
し
『
神
の
力
』
で
得
た
能
力
を
使
用
す
る
た
め
に
は
特
殊
な
代
償
が
課
せ

ら
れ
、
ま
た
、
特
殊
な
代
償
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
も
定
め
ら
れ
た
代
償
に
な
る

べ
く
世
界
が
書
き
替
え
ら
れ
て
し
ま
う
。 

た
だ
し
、
異
端
に
抗
う
手
段
を
持
ち
、
世
界
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け 
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て
い
る
Ｐ
Ｃ
同
士
に
は
代
償
の
影
響
力
は
少
な
く
て
済
む
。
例
え
ば
、「
代
償
：
愛

情
を
得
ら
れ
な
い
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら
何
故
か
嫌
わ
れ
て

し
ま
う
が
、
Ｐ
Ｃ
か
ら
な
ら
愛
情
を
得
る
こ
と
は
可
能
と
す
る
。 

▼
正
な
る
神
「正
五
神
」の
力 

世
界
ゼ
フ
ィ
ロ
ス
の
生
命
を
正
し
い
形
に
生
み
出
し
、
導
く
五
柱
の
女
神
の
力

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。P.182

を
参
照
す
る
。 

正
五
神
は
欺
く
神
が
異
端
を
送
り
出
す
よ
う
に
世
界
に
介
入
す
る
こ
と
を
好
ま

な
い
。
そ
の
た
め
、
加
護
を
与
え
ら
れ
る
機
会
も
稀
だ
ろ
う
。 

▼
欺
く
神
「邪
神
八
柱
」の
力 

異
端
を
生
み
出
す
八
柱
の
邪
神
の
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。P.183

を
参
照

す
る
。
取
得
の
際
、
相
応
し
い
効
果
の
特
技
を
１
つ
追
加
で
得
る
こ
と
。 

こ
の
ラ
イ
フ
パ
ス
特
技
の
効
果
に
よ
っ
て
選
択
で
き
る
特
技
は
、
自
身
の
取
得

ク
ラ
ス
で
な
く
て
も
、
取
得
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
く
て
も
構
わ
な
い
。 

 

●
神
の
手
足
「神
々
の
装
具
」 

神
々
の
装
具
と
は
、
神
の
眷
属
の
こ
と
で
あ
る
。 

正
な
る
神
と
欺
く
神
の
手
足
と
な
る
超
越
的
存
在
の
名
称
で
あ
り
、
そ
の
正
体

は
、
神
達
が
身
に
着
け
て
い
る
物
品
が
意
思
を
持
っ
て
動
く
、
付
喪
神
で
あ
る
。 

名
前
は
「
○
〇
の
〇
○
」
と
い
う
形
で
付
け
ら
れ
て
お
り
、
本
来
の
姿
は
物
品

で
あ
る
が
、
人
々
と
話
が
で
き
る
人
型
の
姿
に
変
身
す
る
こ
と
も
可
能
。 

（
例
：
エ
ー
デ
ン
ア
イ
デ
イ
ン
の「
龍
の
聖
剣
」、ル
ー
ジ
ュ
イ
ル
の「
空
の
魔
剣
」、

タ
イ
マ
ス
ト
ト
バ
ー
ル
の
「
蠱
毒
色
の
魔
鏡
」、
ジ
ェ
リ
ド
カ
テ
ィ
の
「
夜
天
の
錘
」

な
ど
） 

神
は
世
界
に
降
り
立
つ
と
世
界
を
壊
し
て
し
ま
う
た
め
、
手
足
と
な
る
装
具
を

使
う
こ
と
で
間
接
的
に
介
入
し
て
い
る
。
だ
が
神
自
ら
が
自
身
の
出
力
を
落
と
し

て
「
神
々
の
装
具
」
に
な
る
こ
と
で
、
直
接
世
界
に
介
入
（
堕
天
す
る
）
こ
と
も

あ
る
。 

Ｐ
Ｃ
と
し
て
神
々
の
装
具
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成
し
て
も
よ
い
。
分
類
「
神

霊
」
と
し
て
作
成
す
る
こ
と
。 

正
な
る
神
に
仕
え
る
装
具
で
あ
れ
ば
、
正
し
く
人
々
に
生
き
て
も
ら
う
こ
と
を

信
条
に
手
助
け
を
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
る
だ
ろ
う
。 

欺
く
神
に
仕
え
る
装
具
で
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
理
由
が
あ
り
異
端
と
戦
う
道
を

選
ん
だ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
。 

 

■
結
界
ル
ー
ル 

 

結
界
と
は
、
特
技
や
儀
式
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
空
間
を
意
味
す
る
。 

 

結
界
は
能
力
を
持
た
な
い
一
般
人
を
そ
の
場
か
ら
遠
ざ
け
、
侵
入
さ
さ
せ
な
い

た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
一
般
人
は
結
界
を
認
知
で
き
ず
、
無
意
識
に
避
け
る
。 

 

結
界
内
に
入
り
込
ん
だ
一
般
人
は
分
類
「
エ
キ
ス
ト
ラ
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
結

界
内
で
生
じ
た
現
象
を
正
し
く
知
覚
で
き
ず
、
記
憶
す
る
こ
と
も
難
し
い
。 

 

結
界
が
一
般
人
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
効
果
を
与
え
る
か
は
、
結
界
を
作
成
し

た
能
力
者
が
設
定
で
き
る
。
詳
細
は
Ｇ
Ｍ
が
決
定
す
る
こ
と
。 

 
●
能
力
秘
匿
の
義
務 

退
魔
組
織
『
教
会
』
の
方
針
で
、
能
力
者
は
一
般
人
に
能
力
や
異
端
の
事
象
を

隠
匿
し
続
け
て
い
る
。
異
端
と
の
戦
闘
時
に
は
結
界
を
張
り
、
一
般
人
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。 


